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3）　「東亜協会規則」第 1 条（『東亜の光』（1 巻 3 号）弘道館、1906、143-144 頁）
143 頁
4）　浦谷熊吉「回顧 20 年」（『東亜の光』（20 巻 5 号）、1926、371-376 頁）371 頁
5）　「辻本卯蔵及び浦谷熊吉来訪す、因て「東亜の光」発行の事を議す」（井上哲次郎







ふが、どうだろう8）」と述べ、規約 9）を策定し『東亜の光』第 3 号（7 月 1 日刊行）
6）　1879-1966、明治 - 昭和時代の美術史家。明治 12 年 9 月 19 日生まれ。東京帝大を
卒業後、明治 42 年新設の京都市立絵画専門学校の講師となり、昭和 17 年校長。退






 第 1 条　 本会は我邦の精神界を指導し兼て教育を刷新し文学を振興するを以て目的
となす
 第 2 条　本会を名づけて東亜協会と云ふ
 第 3 条　本会は「東亜の光」を以て機関となす
 第 4 条　本会は特別会員通常会員及び賛助員より成る
 第 5 条　都下に在りて特に本会の事業に協同する者を特別会員となす
 第 6 条　本会の事業を賛成し規定の会費を納むる者を通常会員となす
 第 7 条　名望ある人にして本会の事業を援助する者を賛助員となす
 第 8 条　 本会に左の役員を置く  
会長一名　評議員若干名　委員若干名
 第 9 条　会長は本会一切の事を総理す
 第 10 条　評議員は本会の重要なる事項を審議す
 第 11 条　委員は編集事務及び協会の事務を担任す
 第 12 条　 本会は東亜叢書を発行し　講演を開き又は懸賞を以て論文美文等を募るこ
とあるべし
 第 13 条　本会は集会を催し思想の交換文芸の研究などをなすことあるべし
 第 14 条　本会の通常会員たる者は左の特権を有す
 　第 1 項　講演及び集会に出席することを得
 　第 2 項　 通常会員の寄稿は専門家の検閲を経て「東亜の光」に掲載することあるべし
 　第 3 項　通常会員には毎月定期発行の東亜の光を一部配布す
 第 15 条　本会々員にして本会の体面を汚すの行為ありと認むるときは之を除名す
 第 16 条　 本会は都下に本部を設置す地方には支部を置くことあるべし  
〵〳
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上で発表した。
第 3項　日本学会の吸収
　その後、有馬祐政が井上を会長に迎えて 1906 年に結成した日本学会を 1907
年に東亜協会の部会として吸収し、組織の大要が定まった。以後 1929 年 4 月
に暴行事件で負傷した井上が『東亜の光』の運営を手放すまで東亜協会は井上















 （「東亜協会規則」『東亜之光』第 1 巻 3 号、弘道館、1906-3、143 頁
10）　同誌の形態、執筆陣、価格等の書誌的事情は荒川（2017）も参照されたい。
東亜協会について238
　24 年間の歴史の中で 8 人の編集主任が『東亜の光』編集に携わった。以下
がその変遷である。
　浦谷熊吉11）（1 巻～8 巻）→島本愛之助12）（9 巻～11 巻）→高木武13）（12 巻～




尋常中学を卒業、翌年第四高等学校一部文科に進学。1902 年 7 月四高を卒業、同年
9 月に東京帝国大学文科大学哲学科に入学した。東京帝大では主に中島力造に師事
した。1905 年東京帝国大学を卒業。新規程に基づき卒論を提出せず、試験（倫理学）
によって卒業資格を得た。卒業後 1906 年 4 月渡米。サンフランシスコで邦字新聞
の記者として働きつつ、カルフォルニア州立大学のホワイトソンに師事した。1909
年帰国。1912 年盛岡農林高等学校に農芸化学科が新設された際、修身・英語教授と
して赴任。1914 年 9 月東京外国語学校に赴任。修身・教育学講座を担当した。1925
年京城帝国大学新設に伴い、第一倫理学講座担当教授に内定。服部宇之吉らと共に
欧米視察におもむく。帰国後の 1926 年京城帝国大学に赴任。1930 年学位請求論文
を東京帝国大学に提出。題名は「カントの実践哲学と「判断力批判」の目的論的思
想の関係」。1931 年 4 月京城の自宅にて急死。翌年博士号授与が認められた。主著
に『自然派の倫理』（目黒書店、1919）、『人格の出発』（日進堂、1922）、『英国の政
治道徳の基調としての功利主義の発達』（東京宝文館、1925）
13）　1879-1944、4 月 3 日生まれ。旧制の松山、佐賀、武蔵の各高校教授などを歴任。
『東西武士道の比較』を発表、以来武士道や日本精神に関する研究をおこなった。2
月 26 日死去。66 歳。熊本県出身。東京帝大卒。著作はほかに『日本精神と日本文
学』『戦記物語研究』など。（『日本人名大辞典』）
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14 巻 7 号）→藤岡蔵六14）（14 巻 8 号～15 巻 6 号）→伊藤恵15）（15 巻 7 号～16
巻 4 号）→神代峻通16）（16 巻 6 号～19 巻 3 号）→松坂達雄（19 巻 4 号～19 巻





間論」卒業後は大学院に進学し、1920 年 7 月在籍した。在学中の 1917 年 4 月から
1921 年 3 月まで哲学研究室の副手として勤務した。1920 年 2 月中尾清恵と結婚。
清恵は富山県魚津の酒造家大野彦次郎の娘であり、結婚当時は姉中尾雪の養女だっ








を阻止する運動が活発化する。結果、内定は立ち消えになった。1924 年 1 月に帰国
した後は神戸の甲南高校（現甲南学園）の哲学・倫理学・心理学の教授に赴任する
が 1928 年原因不明の病に倒れてしまう。甲南高校は創立者平生釟三郎の特別配慮で
雇用し続けるが、1931 年 3 月 31 日解雇された。東京に戻った後、父と自身の自伝








年長崎の鎮西学院中等部に入学。在学中に呼吸器系の病を患い 3 年間休学。1914 年
第五高等学校大学予科第一乙類に進学。1917 年東京帝国大学文学部倫理学科に入学。






9 号）→神代峻通（19 巻 10 号～20 巻 4 号）→長谷川哲平（20 巻 5 号～24 巻）
　また、出版人は遠藤隆吉（1 巻～6 巻 10 号）→岸田繁次郎（6 巻 11 号～8
巻 12 号）→角田松濤（9 巻～11 巻 1 号）→市澤彌一（11 巻 2 号～11 巻 12 号）
→岩井勇蔵（12 巻～13 巻 10 号）→鹽練忠治（13 巻 11 号～15 巻 5 号）→河




　鈴木周作（1 巻 2 号～4 巻 12 号）信近春城18）（1 巻 2 号～5 巻 5 号）堀田相




17）　1893-1975、11 月 19 日熊崎忠太郎の長男として岐阜県益田郡萩原町に生まれる。
1898 年 12 月臨済宗禅昌寺三木文敬の徒弟となり化導を受ける。1901 年 4 月 8 日得
度。1911 年 4 月県立斐太中学に入学し、大正 2 年京都花園学院に転校したが、1918
年中途退学後、東京二松学舎に入学。1919 年 3 月二松学舎を卒業。同年 4 月東洋大
学に入学し。1923 年 3 月より「東亜の光」編集に携わる。同年 4 月東洋大学卒業と
ともに三輪政一の推挙により上宮教会の主事となる。河瀬秀治、境野黄洋、加藤咄
堂、高島米峰、柴田一能等の指導を受け、聖徳太子の遺訓を奉じて教化事業に専念
する。1923 年 9 月関東大震災のため本郷・壱岐坂の上宮教会会堂焼失。以後復興に
当たる。当時東京全市殆ど灰燼に帰したが、三輪政一と相談の上、震災者救護のた
め東京府の委託事業として簡易宿泊所を建設し、その経営に当たる。1928 年 3 月御
大典記念事業として日本宗教大会（神仏基）が開催され、主事として活躍。「日本宗
教紀要」なる。1929 年 4 月仏教年鑑社を創立し、1930 年「仏教年鑑」創刊号を発刊、
1938 年度版まで発行する。1934 年 3 月大内青巒が創立した仏教書肆鴻盟社を継承
する。1934 年 8 月臨済宗円覚寺派正安寺（横浜市戸塚区）住職となる。1945 年 3
月戦災のため鴻盟社焼失し、曹洞宗宗務庁地下において業務を行う。1963 年 1 月鴻
盟社ビル落成。1969 年 8 月財団法人熊崎報恩財団の設立。初代理事長に就任する。
1974 年 4 月自坊正安寺に隠居。1975 年 8 月 3 日遷化。享年 81 歳（「熊崎閑田師略
歴」『一般財団　熊崎報恩財団』公式 HP（url:https://www.kumazakihouon.or.jp/　最
終閲覧日 2019 年 6 月 1 日）
18）　1885-1910。明治時代の日本画家。
 　明治 18 年生まれ。深田直城、菊池芳文、橋本雅邦に師事する。各種の絵画共進会
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爾（1 巻 2 号～8 巻 12 号）中井宗太郎（1 巻 2 号～4 巻 12 号）葉山萬次郎19）（3
巻 1 号～24 巻 4 号）鈴木三重吉20）（3 巻 1 号～24 巻 4 号）秋山梧庵（3 巻 1 号
のみ）浦谷熊吉（3 巻 1 号、19 巻 1 号～24 巻 4 号）谷慶祐（3 巻 2 号～4 巻
12 号）水島耕一郎21）（3 巻 2 号～8 巻 12 号）太田黒作次郎（4 巻 4 号～8 巻 12
号）高木武（5 巻 1 号～8 巻 12 号、19 巻 1 号～24 巻 4 号）吉田豊吉（5 巻 1
号～24 巻 4 号）青木昌吉22）（5 巻 1 号～24 巻 4 号）
や内国勧業博覧会で活躍。明治 40 年国画玉成会の結成に参加し、同年文展で「釈迦












62 巻 2 号（通巻 811 号）日本古書通信社、1997、13-15 頁）
20）　1882-1936、明治 - 昭和時代前期の小説家、児童文学者。明治 15 年 9 月 29 日生
まれ。夏目漱石に師事。小説「千鳥」「桑の実」を発表。大正 7 年「赤い鳥」を創刊
し、芸術性ゆたかな童話・童謡の創作を提唱。坪田譲治、新美南吉らの童話作家を













　葛岡敬雄（6 巻 6 号～6 巻 12 号）伊藤吉之助23）（8 巻 5 号～24 巻 4 号）山岸
光宣24）（9 巻 1 号～24 巻 4 号）武藤儀亮（9 巻 1 号～9 巻 12号25）11 巻 2号26）～




ドイツ文学研究のため私費留学。1922 年 6 月文部省から官費を支給されドイツ文学
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岸田繁次郎（9 巻 2 号～11 巻 11 号）宮坂喆宗（10 巻 8 号～24 巻 4 号）島本
愛之助（13 巻 1 号～24 巻 4 号）岩井勇蔵（13 巻 1 号～24 巻 4 号）土田誠
一 28）（14 巻 1 号～24 巻 4 号）藤岡蔵六（14 巻 8 号～24 巻 4 号）神代峻通（16
巻 5 号～24 巻 4 号）見尾勝馬 29）（17 巻 1 号～24 巻 4 号）熊崎閑田（19 巻 1 号
～24 巻 4 号）伊藤恵（19 巻 1 号～24 巻 4 号）長谷川哲平（20 巻 5 号～24 巻
4 号）
28）　1887-1945。1887 年 2 月 21 日、秋田県由利郡矢島町に生まれる。1893 年 9 月矢
島尋常小学校に入学。1897 年 3 月同校を卒業、高等科に進学。1901 年 3 月秋田県
由利郡立尋常小学校準教員検定準備場に入る。同年 10 月終業。1902 年 4 月矢島町
元尋常小学校準訓導。同年 4 月秋田県師範学校に入学。1907 年 3 月秋田県師範学校






杉浦の著作『倫理御進講草案』作成に協力する。1917 年 4 月成蹊実業専門学校講師。
同年 12 月 18 日杉浦重剛宅に赴き杉浦過去五十年の回顧談を聴く。1919 年 1 月、東
京帝国大学文科大学助教授に就任、同時に学生監心得に任命される。3 月 23 日、元
東京女子高等師範学校校長高峰秀夫の次女敬子と結婚。媒酌人は浜尾新。1920 年東
京帝国大学学生監に就任。1921 年 4 月。東京帝国大学助教授（文学部）、倫理学講
座を担当し「日本道徳思想史」を講義。同年 7 月、杉浦重剛主宰の称好塾の塾友と
なる。同 12 月文学部事務取扱を命ぜられる。1925 年 7 月倫理研究のため 2 年間の
独・英・米に留学。1927 年 9 月 15 日帰国。同 11 月東京高等学校教授兼東京帝国大
学助教授に就任。1928 年 10 月東京高等学校生徒主事顕東京高等学校教授に就任。
1929 年 2 月 13 日杉浦重剛の追悼会で右翼暴漢に襲われた井上哲次郎を庇い、頭部
を負傷。1932 年 3 月神宮皇學館教授に就任、神道科主任に。1934 年成蹊学園理事
に就任。1935 年神宮皇學館の修学旅行団団長として満州・朝鮮を旅行。途上京城で






























30）　「明治 39 年 12 月 28 日付、加計正文宛」（『鈴木三重吉全集』第 6 巻（岩波書店、
1938）115-118 頁。三重吉の文面からは井上に対する敬意は感じられない。しかし、








めに『東亜の光』が発禁処分を受けたことがあった。1916 年 11 巻 6 号は口絵
にルフェーブルの裸婦画を用いた。そのため当局から公序良俗に反するとして
注意を受けたのである。















詩歌の投稿欄である。2 巻 6 号からは会員から詩歌の寄稿募集が始まり、5 巻 1








のちに志田義秀36）（素琴）が選者となった。この詩歌欄は 7 巻 12 号で一旦廃止さ
れたが、9 巻 1 号から復活し 11 巻 1 号まで続いた。11 巻 2 号では尾上の選歌の




























月『東亜の光』第 6 巻 3 号に掲載された井上の社会主義批判の講演「現代思想の変
化に対する覚悟」に対する反論文を投稿した。しかし。編集委員は掲載を拒否し、










れば、1910 年時点で 1 月 3400 部、2 月 3300 部、3 月 3200 部、4 月 3400 部、8
月 3250 部、9 月 3300 部、12 月 3360 部となっている 38）。一方で、1910 年 10 月





































井上哲次郎 6 5 6 5 6 5 4 2 39
三 宅 雪 嶺 2 １ １ １ 2 7
遠 藤 隆 吉 2 １ 2 １ 6
加 藤 弘 之 3 2 5
松本亦太郎 １ １ 2 １ 5
箕 作 元 八 2 １ 2 5
吉 田 熊 次 １ １ １ １ １ 5
吉 田 静 致 2 １ １ １ 5
大 澤 謙 二 １ 2 １ 4
長 瀬 鳳 輔 １ １ 2 4
石川千代松 １ １ １ 3
大 島 正 徳 2 １ 3
紀 平 正 美 １ １ １ 3
芳 賀 矢 一 １ １ １ 3
福 来 友 吉 １ 2 3
補 永 茂 助 2 １ 3
上 田 敏 2 2
内ヶ崎作三郎 １ １ 2
丘 浅 次 郎 １ １ 2
加 藤 玄 智 １ １ 2
黒 板 勝 美 2 2
瀧 精 一 １ １ 2
建 部 遯 吾 １ １ 2
坪井正五郎 2 2
鳥 居 龍 蔵 １ １ 2
長岡半太郎 １ １ 2
春 山 作 樹 １ １ 2
樋 口 秀 雄 １ １ 2
藤井健治郎 １ １ 2
都法 60 巻 1 号（2019 年 7 月） 249
動である。
　○東亜協会講演大会













































鳥 居 龍 蔵 2 2 2 2 2 2 １ １3
井上哲次郎 １ 4 2 １ 8
白 鳥 庫 吉 １ 2 １ 3 7
常 盤 大 定 １ １ １ 2 5
黒 板 勝 美 １ １ １ 2 5
山 本 信 哉 １ １ １ １ 4
加 藤 玄 智 １ １ １ １ 4
宇 野 哲 人 １ １ １ １ 4
鷲 尾 順 致 １ １ １ 3
高 桑 駒 吉 １ １ １ 3
堀 岡 文 吉 １ １ 2
斎 藤 勇 １ １ 2
久 米 邦 武 2 2
上 田 萬 年 １ １ 2
金澤庄三郎 １ １ 2
三 上 参 次 １ １ 2
村 上 専 精 １ １ 2
萩 野 由 之 １ １ 2
谷 津 直 秀 １ １ 2
筧 克 彦 １ １ 2
田 中 義 能 １ １ 2
石 橋 智 信 １ １ 2
後藤朝太郎 １ １ 2
和 田 英 松 １ １ 2
津 田 敬 武 １ １ 2
入 澤 宗 壽 １ １ 2





















 　　（1908 年 3 月開催）「国民生活と宗教」（東亜協会研究部編『国民生活と宗教』
弘道館、1909）
 　　（1909 年 3 月開催）「女大学の研究」（東亜協会編『女大学の研究』弘道館、
1910）
 　　（1909 年 11 月開催）「論語」
 　　（1910 年 4 月開催）「赤穂義士について」（『東亜之光』「赤穂義士号」第 6 号（臨
時号）1910-6）
 　　（1910 年 11 月開催）「家族制度について」（東亜協会研究部編『国民生活と家族
制度』目黒書店、1911）




本多日生など国粋主義者、僧侶が講演した。この研究会は 1916 年 12 月から












 　　（第 1 回）上杉慎吉「我国の国体」（1916 年 11 月 10 日開催）
 　　（第 2 回）筧克彦「国体の観念」（1917 年 12 月 16 日開催）
 　　（第 4 回）吉野作造「国体問題に就いて」（1917 年 4 月 29 日開催）
 　　（第 5 回）浮田和民「国体之研究」（1917 年 5 月 16 日開催）
 　　（第 6 回）本多日生「日蓮上人の国体観」（1917 年 10 月 6 日開催）
 　　（第 7 回）佐藤鐵太郎「国体之研究」（1917 年 11 月 16 日開催）
 　　（第 8 回）大島正徳「予の国体観と国家人格論」（1917 年 12 月 16 日開催）
 　　　　　　　鹿子木員信「国体の主要問題」
 　　（第 9 回）吉田静致「同円異中心主義と国体」（1918 年 1 月 19 日開催）
 　　（第 10 回）吉田熊次「国体の意義」（1918 年 2 月 10 日開催）
 　　　　　　　高島平三郎「我国の歴史的発達」
 　　（第 11 回）井上哲次郎「国体の歴史的発達と国際比較」（1918 年 3 月 24 日開催）
43）　「思想問題社会問題研究会規約」第 2 条（『東亜の光』14 巻 9 号、1919）
44）　弁士と講演題目は以下の通り。
 　　（第 2 回）穂積重遠「現行民法と個人主義」（1919 年 11 月 7 日開催）
 　　（第 3 回）吉田静致「矛盾の生活」（1920 年 1 月 27 日開催）
 　　（第 4 回）河津暹「労働組合に就いて」（1920 年 5 月 27 日開催）





































が会費を支払った。1906 年 7 月（1 巻 3 号）から年 1 円 44 銭を徴収する旨が告
知され、会費の徴収が始まった。1907 年からは特別会員 2 円に値上げされたの
に対し、通常会員 1 円 44 銭に据え置かれ待遇に差がつけられたが、1908 年 8 月
から通常会員も 2 円に値上げされ、待遇上の差はなくなった。さらに、1912 年
から 2 円 50 銭に、1918 年には 3 円、1919 年 10 月には 3 円 60 銭、1921 年から
は 4 円、1924 年には 4 円 20 銭に値上げされ、以後 1929 年まで据え置かれた。













退会の管理、会費の収集は会計主任が管理していたが、1925 年 4 月からは出
版元の明治図書株式会社に委託した。さらに、1926 年 6 月東亜協会が明治図
















ます」（『東亜の光』、15 巻 1 号、1920、93 頁）













国文学。翌年 1 月には『帝国文学』発刊の発起人、1897 年には『日本主義』を発刊
するなど日本主義運動に積極的に参画した。1899 年 5 月に東京帝国大学文科大学助
教授となり、翌年 6 月には文学史研究のためにドイツ留学を命ぜられる。1902 年 8
月に帰国。翌 9 月には東京帝国大学文科大学教授となり日本詩歌学・国文学思想
史・日本文献学等を講義する。1903 年文学博士号を受ける。1922 年東京帝国大学
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尾上八郎・吉田静致55）・畔柳都太郎56）・福来友吉57）・深作安文58）である。翌年
55）　1872-1945、信州生まれ。1895 年第一高等学校、1898 年東京帝国大学文科大学
哲学かをともに主席で卒業。1899 年 5 月倫理学研究のために独英に 3 年留学。1902
年 11 月帰国。翌月東京高等師範学校教授に任ぜられる。1919 年文学博士号授与。
同年東京帝国大学教授（倫理学担当）に就任する。1921 年 4 月から 11 月にかけて
学事視察のために欧米出張。1924 年日本大学文学部新設に伴い、教授会座長となる。



















する、また戦中の活動のために公職追放を受ける。1952 年死去。支持者は 1960 年に












11 月には吉田熊次、1908 年 3 月には有馬祐政59）・遠藤隆吉60）の二名が、5 月
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加わり、1914 年 1 月には三輪田元道63）・大島正徳64）・桑田芳蔵65）・浦谷熊吉
の四名が加わった。1917 年 12 月には服部宇之吉66）が加わり、1918 年 1 月に





































哲次郎（1856 年生）であり、最年少の桑田芳蔵（1882 年生）とは 26 歳の差
がある。全評議員の生年を並べると以下のようになる。
　1850 年代：1 名（井上）1860 年代：4 名（芳賀・福来・服部・松本）1870
年代：10 名（尾上・有馬・吉田静・畔柳・深作・吉田熊・遠藤・藤井・野田・







1908 年欧米留学。翌年から 1917 年まで奈良女子高等師範学校教授となる。その後
文部省に戻り、日本大学などで教育学を講じた。1921 年大阪高等学校初代校長に就



























　まず、『東亜の光』について。1920 年 1 月、森鴎外は賀古鶴所に当てた書簡 70）で、
『太陽』新年号に掲載された与謝野晶子の議論と『東亜の光』に掲載された一木喜徳
郎と井上の議論とをならべて批判している。鴎外が言及しているのは 1919 年 11 月
16 日に開催された第 26 回講演大会の概要であろう。同講演大会では一木は「世界の
大勢と我帝国」、井上は「民本主義と貴族主義」と題した講演を行った 71）。1 月時点で









71）　一木の講演は第 15 巻 3 号に、井上の講演は第 15 巻 1・3・5・6 号に掲載された。
72）　「会報」（『東亜之光』第 14 巻 12 号、59-62 頁）





























第 6 巻（岩波書店、1938）331 － 332 頁、書簡番号 474）及び「大正六年二月十七
日付　浦谷熊吉宛」（同上、331 頁、書簡番号 473）に詳述されている。
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のいわば舞台裏とも呼ぶべき地位を占めていたことを示唆している。その意味で、
今後の日本近代思想史研究において無視できない意義を持っているのではないだろ
うか。

